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ワ フーク ライ
バランス

私の

「仕事も生活もあきらめない」
研究者を応援する連載の第6回
は，まだ性別役割分業夫婦が大
半だった頃に，ご実家が遠方の
ためにご夫婦お二人で子育てを
しながらフルタイムで共働きを
されてきた小口孝司先生です。

　妻は公務員で共働きです。仕事
が楽しそうでした。ところが子ど
もができると状況は一変。子ども
は認可保育園に入れず，仕方なく
電車で3駅の無認可の託児所に。
満員電車で子どもを抱え，ベビー
カーも持ち込む姿に冷たい視線。
子どもは体調を崩すことも度々。
幸い，数か月後認可保育園に入れ
てもらえましたが，二人とも通勤
時間が１時間以上かかり，延長保
育もなかったので，相変わらず綱
渡りの日々。
　その後，二人目の妊娠を機に私
の職場の近くに引っ越すことに。
私は通勤の負担がほぼなくなりま
したが，妻にとっては知らない土
地で二人の小さな男の子を抱え，
保育園も決まらず非常に不安な様
子で，とても心配でした。そんな
ときに10倍もの競争率の中，第一
希望の保育園に入れてもらえるこ
とに！ 夫婦で大喜びしたのを覚
えています。
　最も手がかかる保育園の頃を過
ぎると，実際に世話を焼くことは
少なくなり，心に気を配ったり，
金銭的負担は大きくなったりと，
親の役割が変化してきます。無
論，大学を卒業するまでは山あり
谷ありですが，子どもが大きくな
るにつれて，私はやりたい仕事が

少しずつできるようになり，その
間に大学を二つ変わりました。
　以上が私のワーク・ライフで
すが，いくつもの失敗をしていま
す。一つは，子どもがいる生活を
考えていなかったこと。現実に
仕事，家事，育児に忙殺されてい
る妻を見ていると，他人事ではい
られず次第に家事・育児に関わ
るように。しかし，自分の周りを
見るとほぼ専業主婦。なぜ自分だ
けが家事をという思いがあり，妻
と口論をすることも。そんなとき
に，ママたちから熱狂的な支持を
得ている高名な先生に，大学でご
講演を頂きました。ご講演の後，
つい家事のことをこぼしてしまっ
た私に，「そうは言っても奥様が
働いてくださっていることでとて
も助かっていることがあるはずで
すよ。奥様に感謝しなくてはね。」
と仰ったことを鮮明に覚えていま
す。考え方が変わる転機となり，
大変感謝しております。家事・
育児への思いも，妻との関係も変
わっていくことになりました。
　また，丈夫でもない私が通勤と
子育てで消耗してしまったこと
も失敗でした。ライフはおろか，
ワークも悲惨なものでした。研究
は言うに及ばす，大学の職務も同
僚の先生方に大いに迷惑をおかけ
してしまいました。優しい先生方
に大変助けていただき，本当に感
謝しております。少なくとも子ど
もに手がかかるときには，職場に
近いところに早くから住んでおけ
ばよかったと後悔しています。
　ワーク・ライフは失敗ばかりで

したが，子育ては多くのものを与
えてくれました。子育ては，子ど
もから教えてもらうことなのか
も。子どもの言動にはっとした
り，ダメ出しされたり。大人，ま
してや教員になると厳しい指摘を
されることがなくなってきますか
ら貴重な存在です。
　先日子どもから，私のイメージ
は，送り迎えで自転車の後ろに
乗っていたときに，自転車を漕い
でいた背中，と言われて驚きまし
た。私にとって楽しい時間でした
が，子どもにとっても大事な時間
であり，かけがえのないものを形
作るときだったようです。
　結婚や子育ては，時間，手間，お
金がかかり，キャリアの妨げにな
ると考える方もいらっしゃるかも
しれません。しかし，今は昔より
も育児制度やサービスが整ってき
ています。家事の外注などの選択
肢も。そのためワークライフバラ
ンスは遥かに取りやすくなってい
るように思います。また最近は家
事育児を積極的に担ってくれる男
性も少しずつ増えてきているよう
ですし，子どもができると男性も
変わってくれます。
　子育ては大変ですが，それ以上
に貴重なものを与えてくれます。
私の指一本を握るくらいだったち
いさな子どもの手が，指二本，三
本と握れるように大きくなり，そ
して手を放していくようになる。
やわらかく，温かい時間です。私
の拙い文章が少しでも若い方の背
中を押して，こうした体験をして
もらえると望外の喜びです。
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